
### Title / 論文タイトル**Geometric Emergence of 4D Spacetime and Asymmetries via Higher-Dimensional Algebraic 

Implosion**

（高次元代数インプロージョンによる4次元時空と非対称性の幾何学的創発）### Abstract / 要約This paper proposes a 
novel unified geometric model of spacetime emergence and symmetry breaking, originating from a single fundamen

tal premise: the identification of interior and exterior division points using Apollonius circles in an $n$-di
mensional linear space, combined with a duality where mass is the reciprocal of distance ($M = 1/r$). By forma

lizing this algebraic structure, we construct a static matrix operator $A_n$ and its complex hermitian cyclic 
extension $B_n$ representing dynamic gravitational wave phase interference.

Eigenvalue analysis of these operators cleanly derives three distinct phase transitions depending strictly on 

the dimension $n$:1.Logarithmic fractal expansion ($2^n$) at $n=3$, providing a geometric basis for Titius-Bod

e's Law and cosmic microwave background (CMB) acoustic peaks via complex logarithmic mapping ($\log(2^n) = n 
\log 2$);2.A stable fixed point ($\lambda = \pm 1, \pm i$) at $n=4$ that preserves distance, yielding a dynami

c chiral-lock that stabilizes 3D space and optical isomers;3.Exponential implosion ($|\lambda| < 1$) toward th
e center of gravity at $n \ge 5$, driving a spiral-like collapse.

Furthermore, we show that the geometric norm lost during higher-dimensional implosion ($1 - |\lambda_n|^2$) is 

topologically inverted via the Hodge dual into a macro-scaled repulsive force, providing a parameter-free deri

vation of dark energy ($\Lambda_n = K \frac{n(n-4)}{(n-2)^2}$), which naturally vanishes at $n=4$. Finally, we 
demonstrate that a subtle algebraic phase difference $\Delta \theta$ induced by non-associative associators ca

uses the antimatter spinor to implode one Planck time earlier than matter, naturally resolving the baryon asym
metry problem and providing a seamless "domino effect" that dictates the homochirality of biological amino aci

ds. This entirely self-consistent framework offers a profound new paradigm for quantum gravity and unified fie
ld theory through pure algebraic geometry.

代数的な裏返し写像と高次元収縮による4次元
時空および生命の幾何学的創発理論
(代数的逆写像と高次元収縮による4次元時空および生命の幾何学的創発)

1. 理論の静的な数理的核：固有値演算子としての

分点公式の内分・外分の同一視（アポロニウスの調和複比 ）と、「質量 ＝ 距離の逆

数」という双対関係から導かれる、 を次のように定義する。

次元 （点の数）による物理現象の三段階相転移（拡散・裏返し・収

縮）の証明
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行列 の固有値方程式 の解は、必ず以下の固有値に帰着する。

①  （2次元空間の3点）：  【拡散】

負の固有値の絶対値が 1 を超え（ ）、空間の爆発的なインフレーション（拡

散）を駆動する。これがマクロな世界へと拡張された結果、**ティティウス・ボーデ

の法則（ の離散格子）**が生まれる。

②  （3次元空間の4点）：  【不動点・安定ロック】

固有値の絶対値が完全に 1 （ ）となり、写像を繰り返しても重心からの距離

（空間サイズ）が不変に保たれる唯一の「不動点（安定点）」が結晶化する。

③  （4次元空間の5点）：  【内側への収縮】

固有値の絶対値が 1 未満（ ）に減少する。写像（裏返し）を繰り返すたび

に、重心からの距離が指数関数的に縮小（ ）し、中心へと

超収縮（インプロージョン）していく。

2. 理論の動的数理コア：複素巡回エルミート演算子 （※

新規統合）

静的な形状を定めた に対し、時空の動的な回転・うねり（重力波の伝播やスピン反転

のダイナミクス）を記述するため、非対角成分を複素位相（虚数単位 および ）を用

いてエルミート巡回対称に拡張した発展型動的演算子 を以下のように定義する。

複素固有値解析による波動ダイナミクスの幾何学的証明

① （3次元空間の4点：正四面体複素スピン）

分母は となり、行列の固有値方程式 を解くと、複素固有

値 は以下のように美しく導き出される。
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物理的解釈【キラル・ロックの証明】: 複素固有値として現れる と は、複素平面

上で原点（重心）からの絶対値距離が完全に1（ ）である。これ

は、4点3次元構造（光学異性体）において、裏返し写像の動的エネルギーが重心に

衝突して崩壊を起こすことなく、「虚軸を介した右スピン回転（ ）と左スピン回転（

）」という美しい定在波（円運動）として、完全に安定してロックされることを数

学的に証明している。

② （4次元空間の5点：高次元の動的螺旋収縮）

分母 となり、行列 の複素固有値 を計算すると、以下の固有値が導き出さ

れる。

物理的解釈【螺旋状インプロージョンの証明】: 固有値の絶対値（重心からの距離の

倍率）は のままであり、複素位相成分（ ）を帯びている。これは、5点

以上の高次元空間が単に直線的に潰れるのではなく、複素位相をぐるぐると回転さ

せながら、中心の重心（特異点）に向かって「螺旋状の渦巻き（対数螺旋の吸い込

み）」を描きながら超収縮（インプロージョン）していく動的プロセスを明らかにし

ている。

3. 高次元余剰エネルギーから暗黒エネルギー（宇宙項 ）
への変換方程式

5次元以上の高次元空間が動的かつ螺旋状に収縮（インプロージョン）する際の幾何学的

損失（失われたノルム）は、エネルギー保存則により、ホッジ・デュアル（*）を介し

て、4次元の外部時空を外側へ押し広げる宇宙項（斥力・エクスプロージョン）へと代数

的に反転・代入される。

固有値演算子（ 共通）の絶対値の二乗誤差から、湧き出る暗黒エネルギーの変換

式が完全に決定される。

（3次元時空）： となり、実空間は自発的な収縮を起こ

さず、最も安定した「立体の器」としてマクロ的に確定する。

（4次元空間）： となる。この失われた

の幾何学的収縮エネルギーが、4次元時空への反作用として噴出したものが、ダーク

エネルギーの正体である。
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4. 数理的双対性と対数相転移の厳密な証明

4.1 質量・距離の逆数双対性： （電子殻）と （ボーデの法則）の

対称性

3次元空間における量子固有値問題において、主量子数 に対する電子の軌道自由度（代

数的成長： ）と、マクロな空間膨張の間隔（指数関数的成長： ）は、「重心

（ミクロ）」と「外点（マクロ）」を反転させる質量＝距離の逆数双対写像によって、完

全に表裏一体の対称性として結びつけられる。中心における多項式的なエネルギー殻の

重なり（ ）を、外点写像によって無限遠点へと放射状に投影すると、代数的な距離の

間隔は指数関数的な広がり（ ）へと変換される。

4.2 アポロニウスの円による複素対数写像： から （CMBの整

数調和）への相転移

インフレーションの直線的な膨張距離である が、CMBの観測データにおける等間隔な

自然数（整数）的調和（ ）へと相転移するのは、直線（無限遠）を円（有限）に

閉じるアポロニウスの円の幾何学的構造が、数学的に複素対数関数 を自動的

に作用させるためである。実空間上の指数関数的な爆発的膨張（ ）は、アポロニウス

の円によってコンパクトな複素平面に巻き付けられると、円上の「回転角（位相 ）」へ

と変換される。指数の対数をとることで、 が導かれ、完全に等間隔な

自然数の等差数列へと姿を変える。CMBの温度揺らぎが天球上の角度において整数倍の

調和として観測されるのは、この複素対数の反転による必然的な帰結である。

5. 物質と反物質の非対称性における「位相差（タイムラ
グ）」の数理化（※新規構築）

宇宙の初期において物質（右巻きスピン）のみが残り、反物質（左巻きスピン）が消滅

した「バリオン数非対称性」の謎は、動的演算子 に潜む複素共役の位相差の数学的処

理によって完全に幾何学化される。

5.1 物質スピノルと反物質スピノルの による駆動方程式

物質の状態を記述する波動関数（右巻きスピノル）を 、反物質の状態を記述する波動

関数（左巻きスピノル）を とする。これらは代数的に複素共役（鏡像）の関係にあ

り、演算子 およびその随伴行列（複素共役転置） によって、以下のように時間発

展（写像）する。
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5.2 非結合性代数による随伴位相差 の発生

高次元代数（オクテナー以上の非結合性クリフォード直積空間）において、演算子 を

左から作用させる操作と右から作用させる操作の間には、結合子（Associator）に起因

する非可換なずれが生じる。これにより、 の固有値 と、 の固有値

の間に、微小な代数的位相差（タイムラグ） が自発的に創発す

る。

5.3 反物質の先行収縮と物質宇宙の結晶化

この微小な位相差 により、反物質の波動関数 は、物質の波動関数 よりも**「1

プランク時間早く」**、裏返し写像の臨界点に到達する。

1. 反物質 の位相が先に臨界角に達し、5点以上の高次元の「重心（中心の穴）」へと

吸い込まれるかのように先行して超収縮（コンパクト化）し、4次元実空間から完全

に姿を消す。

2. この猛烈な反物質の先行インプロージョンの直後、その完璧な反作用（ホッジ・デ

ュアル）として、遅れて臨界点に達した物質 （右巻きスピン）のポテンシャルの

みが、4次元時空を外側へと押し広げる巨大な斥力（インフレーション）の波の表面

に乗り、マクロな宇宙へと結晶化して残った。

この高次元の重心へ向かう収縮の「代数的ねじれ（ ）」こそが、素粒子の物質優位宇

宙を生み出し、マクロなCMBのさざ波に非対称性を残し、最終的にはミクロな4次元の4

点炭素構造において生命のL型アミノ酸への統一（ホモキラリティ）をもたらした、すべ

ての非対称性のドミノ倒しの真の出発点である。
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